
１．研究グループの概要
・高学年Ⅰコース（知的障害）在籍児童１５名（４年生５名、５年生３名、６年生７名）
・研究グループの構成は、担任８名＋学部主事１名

２．研究経過
他グループと同様に、国語・算数の授業実践を一人一事例行った。

①『「ラーニングマップ」から学びを創り出そう』のチェックシートを用い、複数教員で実態把握を行う。
②研究部が示した枠に授業実践を入力する。
実際に取り組んでいく中で、以下の課題が挙げられた。

そこで小高グループでは、上記の三点の課題について検討していくために『特別支援教育サポートBOOKS
特別支援学校学習指導要領 目標―指導―評価を一体化する「国語」「算数・数学」の学習評価』の実践方法
に則い、国語・算数における分野（例：算数であれば数と計算、測定、図形等）の、児童の実態に応じた段階
の目標を学習指導要領から引用し、各単元で学習する内容の評価規準を考えていくこととした。

３．研究の成果

４．次年度に向けて
今年度の研究で、参考文献に則り、学習指導要領の文言を根拠とし目標を立てることで評価規準、評価基準

とは何かを系統的に知り、教師間で捉え方を揃えることに繋がった。これからの学習評価に必要な考え方を知
り、実践の中で深めることができた。今年度固めた基礎を、来年度の授業実践へ生かしていけるとよい。
指導と評価の一体化を目指し、来年度は集団授業の実践を通して授業の充実を図っていく。児童にどのよう

な力を身に付けさせたいかを明確にし、評価規準や評価基準の考え方を日々の実践に取り入れることで、児童
一人一人に適切な学習評価ができるよう、実践を深めていきたい。
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❶各単元に対する「目標」が具体的である。（活動名や教材名が入っている。）
評価規準・評価基準を立てる前に、目標の立て方を見直す必要性があるのではないか。

❷明確な評価規準を立てるために、根拠が必要である。
❸人によって評価規準、評価基準の意味の捉え方や立て方にばらつきがある。

授業実践シート

目標
チェックシートによる実態把握をもとに学習指導要領の各段階の

目標を記載し、最終的に身に付けたい力を明確にする。

評価規準
学習指導要領各分野の内容に記載されている文言を用い、
力を身に付けることができたかを評価できるようにする。

※◎〇△を削除

評価基準
評価規準を具体化し、規準を達成できたかを判断する指標となるもの。

（本時のどの場面、言動で評価するのか。）

❶目標の立て方について
・学習指導要領を基に大きい目標を設定するこ
とで、教科を通して児童に身に付けさせたい
力が明確になり、各単元の評価規準を統一し
た視点で立てることができた。

・複数教員による適切な実態把握のもと学習指
導要領を参照することができたため、児童の
実態に合った目標を立てることができた。

❷根拠のある評価規準について
・学習指導要領の内容を根拠に
考えることで、目標に準拠し
た評価規準を立てることにつ
ながった。

❸捉え方について
・実施方法につい
て指標となるも
のを用意して実
践を行うことが、
教師間の捉えを
揃えることに有
効であった。


